
奥出雲 「たたら街道」高速道路「松江道」工事で製鉄遺跡続々 2007.10.13. 

  雲南市吉田 中世の製鉄炉が4基出土した「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」現地説明会に参加 

 

昨年の 10 月 奥出雲雲南市周辺の中国横断道路 松江・三次・尾道線の工事現場で続々と製鉄遺跡が出土していると聞い

た。早速 インターネットで調べると10月13日にこの工事現場で発掘調査された雲南市吉田「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」の現地

説明会が開催されるとの島根県埋蔵文化財センターの案内やこの高速道路工事に先立って 発掘調査された雲南市周辺の

製鉄遺跡の概要報告などをみつけました。 

残念ながら、古代の製鉄遺跡ではなく、中世の製鉄遺跡のようですが、奥出雲 古代の製鉄を考える重要な手がかり。 

これらの製鉄遺跡は高速工事が始まると破壊されるか 高速道路の盛土の下になって、二度と見られない。 

「 今 行けば、発掘調査されたままの姿を現している製鉄遺跡を前に解説が聞ける。  

あわせて 今工事中のところから出土した幾つかの製鉄遺跡が見られるかもしれない。      

   また、古代製鉄が始まる初期の頃の情報が得られるかも知れない                」 

早速 埋蔵文化財センタに現地説明会を問い合わせてインターネットで得た資料をプリントアウトしたり、五万分の一の地

図に今回知った奥出雲の製鉄遺跡の位置をマーク。 今回現地説明会のある「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」を含め、狭い範囲の山間

に製鉄炉が6基も見つかっている。残念ながら いずれも中世の製鉄炉であるが、古代製鉄が始まる初期の製鉄遺跡が出土

した羽森Ⅲ製鉄遺跡に近い山中。色々な情報が得られると期待が膨らむ。 

10月13日の早朝 家内と二人、早朝神戸から車で集合場所である奥出雲雲南市掛合の小学校へ。 集合時間は13時半。 

日本のたたら製鉄の先進地で

数々の伝承が残る奥出雲。 

 斐伊川が山間を縫って島根

半島へ流れ下る奥出雲は「ヤマ

タのオロチ」伝承や「金屋子神」

伝承などと共に古代から隆盛

を極めたたたら製鉄地帯。  

今も唯一「日本刀保護協会たた

ら」では 年に一度 刀鍛冶へ

の「玉鋼」供給を目的とした「た

たら」製鉄の操業を行っている。

また この雲南市吉田にはた

たら製鉄の山内や高殿がきっ

ちり保存している「菅谷たた

ら」などがある。 

また、今回製鉄遺跡が出土した 

雲南市掛合の山間では日本で製鉄の始まる初期 6 世紀の竪型炉が

出土しているが、詳細は良くわからない。(雲南市掛合多根 羽森

Ⅲ製鉄遺跡) また、奥出雲の西の奥石見や南の吉備など同じ中国

山地のたたら製鉄地帯からも、製鉄が始まる5世紀後半から6世紀

の製鉄遺跡が見つかっている。しかし、古代製鉄が始まった初期の

製鉄遺跡の出土例は少なく、特に「出雲」を含め、朝鮮半島との関

係や古代伝承や文献などで推定される古代日本に果たした中国山

地の製鉄地帯のかかわりは良くわからない。 

浜田道の建設でベールを脱いだ奥石見の6世紀初頭の製鉄遺跡「今

佐屋山製鉄遺跡」（現在 浜田道瑞穂ICの中に埋まっている）の       松江道で 2007.10.13. 

例もあり、「ひょっとして、この松江道の高速道路建設工事で古代の製鉄炉が出現するのでは・・・」とひそかに期待。 

3. 

松江道の工事で発掘調査された雲南市周辺製鉄遺跡 



神戸から中国道・米子道を通り、米子から9号線パイパスそして山陰自動車道を走って約4時間ほどで三刀屋・木次のイ

ンターチェンジへ。娘家族が以前居た米子や奥出雲の掛合や菅谷たたらのある吉田村には何度も通ったことがあるのであま

り距離感はない。 日本海沿いを西へ走る山陰道から南へ松江道に入ると前方には山また山の中国山地が見える。斐伊川の

橋を渡ると程なく雲南市の三刀屋IC。 現在はここで松江道は終わっているが、今この奥出雲の中国山地を抜けて、三次そ

して そのままさらに南 瀬戸内の尾道への中国横断道路の工事が進んでいる。 

 

        2007.10.13. 奥出雲 中国山地の山並み 松江道 三刀屋・木次IC 周辺で 

 

早いもので10時前に三刀屋ICを出る。 後は国道54号線 出雲街道を三刀屋川に沿って南へ少し下れば掛合である。 

集合時間の13時30分には まだままだ 時間があるので、午前中に地図に印を付けた製鉄遺跡を探しに行く。 

中国道の工事箇所だからわかりやすいことはわかりやすいのですが、果たして遺跡がみられるかどうかはわからない。 

 

奥出雲 「たたら街道」高速道路「松江道」工事で製鉄遺跡続々 2007.10.13. 

  雲南市吉田 中世の製鉄炉が4基出土した「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」現地説明会に参加 

      1. 奥出雲 雲南市の松江道建設工事で出土した製鉄遺跡とその位置づけ 

      2. 雲南市掛合六重 松江道工事現場に「鉄穴内鍛冶工房集落遺跡」・「堂々ノ内Ⅱ遺跡」を探す 

     3. 中世の製鉄炉4基が出土した「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」現地説明会に参加 

         4.  まとめ おもしろかった松江道延伸工事現場から出土した製鉄遺跡 

     ●  奥出雲 雲南市 松江道の工事現場から出土した中世の製鉄遺跡群 PDFアルバム 

 



1. 奥出雲 雲南市の松江道建設工事で出土した製鉄遺跡とその位置づけ 

  
奥出雲 雲南市 松江道の工事現場から出土した製鉄遺跡 

   鉄穴内鍛冶工房遺跡    8世紀後半から9世紀初頭  鍛冶工房5軒・鍛冶炉10基・炭窯2基・建物10軒の遺構 

雲南市三刀屋町六重    奈良後半から平安初期   ならびに鉄製工具・羽口・砥石・鉄滓とともに須恵器・土師器が出土  

                         また、貴重な鉄製巡方（古代役人の帯の飾り金具）が出土 

   堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡    13世紀・14世紀      鉄アレイ型の箱型の製鉄炉1基と建物の柱穴のたたら場遺構    

雲南市三刀屋町中野    中世 鎌倉・室町時代   大量の鉄滓・炉壁片出土               

                                                   すぐ北 堂々内Ⅰ遺跡からも製鉄炉大量の鉄滓と炉壁出土  

大志戸Ⅱ製鉄遺跡      13世紀～16世紀       13世紀から16世紀 それぞれ時代の異なる中世の製鉄炉4基 

   雲南市吉田町大志戸        鎌倉～戦国時代           さらに未調査の2基 合計6基の製鉄炉が谷筋の枝谷斜面上で出土       

                                              出土した4基のうち 一番古い2号製鉄炉を除き、鉄アレイ型 

     これらの製鉄遺跡のほか この雲南周辺の山中には数々の製鉄遺跡が点在。 

     すぐ南には 江戸期の山内の街が今も残り、高殿がそのまま保存されている「菅谷たたら」 

     三刀屋川を挟んですぐ西には 6世紀後半 日本で製鉄が始まった頃の製鉄炉が出土した「羽森Ⅲ製鉄遺跡」  

     西の山を隔てた斐伊川沿いの仁多町には 現在も刀鍛冶に「玉鋼」供給の操業を行っている「日刀保たたら」 

     まさに「たたら街道」が続いている。 

今回出土した製鉄遺跡はいずれも中世の製鉄遺跡で、時代とともに磨かれてゆく製鉄炉・たたら場を見る貴重な遺跡といわ

れる。 古代 6 世紀日本での製鉄が始まり、8 世紀大和王権で確立された鉄アレイ型の排滓坑を持つ量産大型炉がふいご

装着とともに日本各地に広がってゆく。そして、この鉄アレイ型製鉄炉を中心に中世にかけて、数々の炉床の防湿の工夫が

なされ、製鉄炉を中心に操業に必要な原料置き場や諸施設などが効率的に配置され、たたら場が完成され手行く。 

そんな中世の製鉄炉の炉床構造変遷の特徴ある製鉄炉が今回の発掘で出土したという。 

また、この奥出雲の南西部の大田川流域芸北の製鉄遺跡群では「床釣り」構造の下部炉床が発達し、同時に製鉄炉を中心に

効率的に諸施設を配置したたたら場構造のユニット化が推進された。 

そして、これらの中世たたら製鉄技術の改善進化が江戸時代大規模なたたら製鉄業 高殿・たたら山内など「たたら鉄山」

経営として花開いてゆく。 

参考 和鉄の道【5】2005 10.「加計隅屋鉄山絵巻」と加計・豊平町の製鉄遺跡 4. 豊平町中世の製鉄遺跡群を訪ねて 

        和鉄の道【4】2004  7. 播磨国風土記 和鉄の道【2】「御方里」周辺 安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪  

 



2. 雲南市掛合町六重 松江道工事現場に「鉄穴内鍛冶工房集落遺跡」「堂々内Ⅱ遺跡」を探す 

 

三刀屋・木次 IC を出て、三刀屋川に沿って、道路国道 54 号

線。「神話街道」の標識が幾つも見える南の三次へ中国山地を

横断してゆく幹線である。まっすぐ このまま行くと掛合の

街に入ってしまうので、5万分の1の地図とロードマップを眺

めながら、 左へ折れて飯石川沿いに山中に入り、鉄穴内遺

跡のある三刀屋町六重へ向う。 走っていれば、松江道路の

工事現場にぶつかるはずとのんきなものである。 

 

    

ひっそりとした小さな峠を越えてゆく峠道にかかるところで、自転車がひっくり返り、人が倒れたまま。ビックリして車を

止めて 携帯電話を取るが、圏外で人の居ないところでは役立たず。結局 人家が見えるすぐ下の家まで走っていって、電

話を頼む。程なく駐在がやってきて、まあ 意識が戻ったようなので先を急ぐ。 

それにしても、人通りのない過疎のすごさを垣間見た気がしました。  

 

ボツボツと人家はある

のですが、ぐるりと見渡

しても小さな丘陵地が

続く山中で、目的どおり

に走ってているのか 

よくわからずですが、 

鉄穴内遺跡の近くの大

きな集落「中野」の表示

を見て、ほっとする。 程なく谷を渡る高速道路の橋が見え、

高速道路の作業現場をクロスする。 この周辺に鉄穴内遺跡

があるはず。小さな丘陵地の斜面がいたるところで切り裂か

れている。 このいずれかなのですが、工事現場の人たちに

声かけるのですが、よくわからず。 

   

三刀屋町六重  鉄穴内遺跡のすぐ横 街道が工事現場とクロスする 2007.10.13. 

 

三刀屋六重の松江道工事現場  

写真中央を水平に高速道になる 



 結局 工事現場の監督さんに聞いて、 工事現場の中、右手横の斜面の上と知れる。 

日曜日なのですが、突貫工事なのだろう。 

ブルドーザーが走り回る中 鉄穴内遺

跡の斜面によじ登る。 

もう すでに 道路工事の整地が始ま

っていて、半分遺跡が盛土にうずまって

いる。  

                                       

 

鉄穴内遺跡 中世の鍛冶工房がこの斜面から出土した 2007.10.13. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かすかに発掘調査された時の痕跡が残っているが、ほとんどわからない。 

この鉄穴内遺跡からは南北に伸びる松江道の工事現場がよく見渡されるが、遺跡部分は発掘調査された痕跡が少し判る程度

で、ほとんどがすでに破壊され、盛土の下になってしまっていた。 

 

インターネットで調べた資料には、ここに奈良時代の後半から平安時代初期にかけて5軒の鍛冶工房があり、10基の鍛冶炉  

そして、数々の鍛冶道具も出土したと書かれている。また、もうひとつ注目されるのは古代の役人が付けていた帯の装飾「巡

方」が出土したことで、この鍛冶工房が役人と密接に関連していたとも考えられている。 

この山深い奥出雲の地に早くから 鍛冶工房が営まれ、しかも役人が出入りしている。 

この地がたたら製鉄の先進地で 古くから都への鉄の供給基地であったのだろう。 

また、ここから南に延びる松江道の道筋にも製鉄遺跡が立ち並ぶ。 

すぐ、南には堂々ノ内（2）製鉄遺跡 そして 今日 現地説明会のある大志戸（2）製鉄遺跡と続々たたら製鉄の遺跡群が

並ぶ。 まさに「たたら街道」である。 

この三刀屋町六重・中野は 古代には飯石郡飯石郷に属していますが、 奈良時代に記された出雲風土記にはこの「飯石

郡」と「仁多郡」に 鉄に関する記載があり、三刀屋町六重・中野について、製鉄が盛んであると記されている。 

「 飯石小川(現在の多久和川)。  

源は郡家の正東12里なる佐久禮山(三刀屋町六重東南の山)より出て、北に流れて三刀屋川に入る。 鉄あり。 」 

現在は54号線 たたら街道とも呼ばれる出雲(神話)街道が 中国山地を越えて日本海側と太平洋を結ぶ。 

今 この高速道路 中国横断道路(松江道の延伸)が結ぶ。 この地方の彼岸だったに違いない。 

    

       三刀屋町六重  2007.10.13.             三刀屋町中野 

中野と六重を結ぶ街道が工事現場とクロスする（右）六重の西側 三刀屋と吉田を結ぶ街道が見える（左） この奥が堂々ノ内(2)製鉄遺跡 

   

         鉄穴内遺跡はすでに松江道の盛土にうずまっていた 2007.10.13. 



■ 奈良時代後半から平安時代初期の鍛冶工房遺跡 鉄穴内遺跡の発掘調査 概要        

 (現地説明会資料 & 「たたら」街道 3月号より)  

 

 

 



  

鉄穴内遺跡から見る 中国横断道路(松江道の延伸) 工事現場 2007.10.13. 

鉄穴内製鉄遺跡の斜面の上からは、 奥出雲の山並みを南北に切り開いた松江道の工事現場が良く見える。 

ここから南に延びる松江道の道筋にも製鉄遺跡が立ち並ぶ。 

現在は54号線 たたら街道とも呼ばれる出雲(神話)街道が 中国山地を越えて日本海側と太平洋を結ぶ。 

今 この高速道路 中国横断道路(松江道の延伸)が結ぶ。 この地方の彼岸だったに違いない。 

  

三刀屋町六重  2007.10.13. 

 中野と六重を結ぶ街道が工事現場とクロスする（右） 六重の西側 三刀屋と吉田を結ぶ街道が見える（左） 

この工事現場から、南西へ抜けたところが、中世の製鉄炉が出土した堂々ノ内Ⅰ&Ⅱ製鉄遺跡であるが、工事現場からはそ

のまま行くことはできない。地図を見せて、一端工事現場をクロスして少し引き返し、先ほどターンしたT字路周辺が堂々

内遺跡周辺と教えてもらう。来る時に工事現場へのダンプ誘導の監視員が立っていたところで、この奥は道路建設現場に入

ってしまうと曲がったところである。 

 

鉄穴遺跡のところから 5 分ほどで、小さな丘陵地をのり

こえて、監視員のいるところに戻る。  

すぐそばに工事事務所があり、運よく人がいる。工事事

務所に入って、発掘されたたたら遺跡(堂々内遺跡)への

道を聞く。 

「この事務所のすぐ奥が 堂々内Ⅰ遺跡であるが、今は

もう工事現場になっていて、もう見られない。 工事現

場を抜けてさらに奥の谷に入った一番奥が堂々ノ内Ⅱ製

鉄遺跡の場所。 でも 一人ではいけない」という。 

結局 「車で先導するから ついておいで。でもなにも

ないよ」と堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡まで 案内してもらう。       三刀屋町中野 この奥が堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡 

工事事務所から奥は松江道の工事現場ですぐ横まで盛土が築かれているが、その先は 谷あいが整地されていて、道路部の

盛土はこれから。がたがたの工事現場の中を行く。 

 

 



 

   

三刀屋町中野 堂々ノ内遺跡周辺の松江道工事現場 この奥に堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡があった 

 

工事現場の一番奥の突き当たりのところから小さな枝谷が出

ていて、もう廃道になりかけの草ぼうぼうの狭い谷筋の道へ

入ってゆく。車に草がバンバン当たって、かつて 山口県北

東部の白須たたらを訪ねたときを思い出す。家内が「車が痛

む」と怒りながら、必死で前の車についてゆく。 

10 分ほど走ってドンツキにちょっと広くなった場所があり、

そこで車が止まる。 

ちょと広くなっているが、ここから先にはもう道がなし。

かつてはこのまま峠を越える道があり、すぐ向こうの吉田村

大志戸へ続いていたというが、今はもう廃道である。奥の枝

谷 右の山すその傾斜地に一段高い平坦な場所があり、そこ

に青いグランシートがかけられている。 ここが堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡の発掘現場。出土した製鉄炉の炉床跡である。 
ここまで来ると まったく人のにおいがしない場所であるが、かつては人の往来のあった街道がこの谷を抜けていたろう。 

 

   

 

堂々ノ内Ⅱたたら遺跡【1】 奥グランシートがかけられた場所が製鉄炉 手前が排滓場  2007.10.13. 

 

 



 

 

  
堂々ノ内Ⅱたたら遺跡【2】 奥グランシートがかけられた場所が製鉄炉 手前が排滓場  2007.10.13. 

たたら場の平坦地の右手傾斜地の下から江戸時代の屋敷跡が同時に発掘調査された 



 

堂々ノ内Ⅱたたら遺跡【1】 奥グランシートがかけられた場所が製鉄炉 手前が排滓場  2007.10.13. 

この堂々ノ内Ⅱたたら遺跡周辺には まだブルドーザーが入っておらず、草ぼうぼうの発掘調査されたままの状態。 

製鉄炉は山すその少し高台になった位置にあり、その前が緩やかな傾斜で排滓場になっていて、製鉄炉部分には青いグラ

ンドシートがかけられている。 

インターネットから採ったこの遺跡の概要図を見ながら、製鉄炉の場所と周囲の谷筋の関係を確認する。 

すぐ脇この高台の傾斜地の下に発掘調査された場所があったが、後で教えてもらったのですが、江戸時代の屋敷跡で、製鉄

遺跡とは関係がないが、この地が長く街道筋として栄えてきた痕跡だろう。 

昔は 三刀屋町中野集落からまっすぐに、先ほど通ってきた廃道をそのまま抜けて南の吉田町大志戸集落へ抜けてゆく文

字通り「たたら街道」筋であったというが、今はもう自然帰り。まもなく、この場所を松江道の高速道路が抜けてゆく。 

■ 鎌倉時代から室町時代 中世の製鉄遺跡 堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡の発掘調査 概要    

 



 

資料によるとここには 炉床を粘土貼りした鉄アレイ型の製鉄炉があり、保存状態の良い炉床と多数の炉壁片が見つかった

ので、中世の製鉄炉の状況が良く復元できるという。 

また、 この堂々内Ⅱ製鉄遺跡に来る道へ入るところ周辺に堂々内Ⅰ製鉄遺跡があり、ここからも製鉄炉1基が出土したし

たが、すでにもう工事で見れなくなっているという。 

私には 中世の製鉄炉というと芸北で見た床釣り構造の製鉄炉を中心に炭窯や原料置き場など諸施設が配置された効率的

なたたら場の印象が強いが、ここでは その前のたたら場の様相のようだ。 

しばらく、地図や資料と周囲野景色を見比べたり、排滓場周辺を歩いたりして またもと来た道を引き返した。 

   

   工事現場の中を抜けてゆく元来た帰り道（左・中央）と六重への分岐から 堂々ノ内Ⅱ製鉄遺跡方面への街道    

工事事務所の方には本当にお世話になった。ひとりでは見つけられなかった場所であったと思う。 

もう12時前 案内のお礼を言いつつ、中野集落をぬけて 掛合の集合場所 掛合小学校へ向う。 

15分ほどで、国道54号線へ出て、程なく掛合の町にある掛合小学校に到着。集合時間は13時半なので、まだ早いので、受

付のあんな居場所は設置されているが、参加者の車はまだちらほら。 

参加の登録をして、現地説明会の資料をもらい、先ほど行ってきた二つの遺跡について間違いないか確かめる。 

現地説明会が開かれる「大志戸Ⅱたたら遺跡」は狭い山道の谷筋の奥。 「車ではとても行けないので、車をここにおいて

参加者みんなジャンボタクシーに分乗して遺跡に向う」と聞く。先ほどいった堂々内Ⅱ遺跡のすぐ 南側ですが、やっぱり

広い道はなく、狭い道をぬって走ると聞きました。まだ、時間があるので、昼を済ませ吉田村の菅谷たたらを久しぶりに見

に行くことにする。おくれぬようにせねば・・・・ 

 



3. 中世の製鉄炉4基が出土した「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」現地説明会に参加  2007.10.13. 

 

午後 1 時過ぎに小学校の校庭

に戻ってくると 校庭にはも

う車で一杯。私たちと一緒の他

府県ナンバーも見え、多くの人

がずらっと並んで、6台ほどの

ジャンボタクシーに乗り込み

始めている。後で聞いたのです

が、参加者総勢150名ほどで予

想以上の多さに 2 回に分けて 

現地説明会をするため、時間を

早めたという。 

 やっぱり 歴史ブーム 製

鉄遺跡にもこんなに多くの人

が集まるのだとうれしくなる。

私にとっても久しぶりの製鉄

遺跡の現地説明会。もらった資料を広げて、中世4基の製鉄炉が出土したという大志戸Ⅱ製鉄遺跡の概要を頭に入れる。 

 参加者を乗せたタクシーは国道 54 号線を少し北に戻り、右に折れて、山間の中へ分け入ってゆく。奥へ行くほど道は狭

くなり、人家もとだえ、車がやっと通れる程度の道を山中に分け入ってゆく。30分ほどの山中の谷間に到着。 

まったく人気のない山奥の谷あいである。すぐ奥の山の向こうに堂々ノ内製鉄遺跡があるはずであるが、よくわからない。

また、吉田町側も工事は始まっていない。ちょうどこの製鉄遺跡のすぐ北の山が小さな分水嶺の峠である。 

少し、谷を上ったところが谷の最上部でそのすぐ下で1基（2号炉） その手前左手に枝谷があり、この枝谷に入ったとこ

ろで2基（3・4号炉）このさらに奥に未発掘の製鉄炉2基が見つかっている。また、車を止めた反対側の谷の下流側にも1

基 合わせて6基の製鉄炉が狭いこの谷間の斜面上から発見されている。すぐ北の堂々内遺跡の2基と合わせるとこの谷筋

で8基の製鉄炉が見つかっている。 

 

            6基の製鉄炉が見つかっている大志戸Ⅱ製鉄遺跡周辺と遺跡の位置 



■      中世の製鉄炉4基が出土した「大志戸Ⅱ製鉄遺跡」概要  

  現地説明会資料などより 

 

 

 

 



自動車を降りて、参加者はそれぞれ3つのグループに分かれて発掘調査地点へ。 

私たちのグループはまず、3・4号製鉄炉を見学にゆく。 

谷を少し上って左の枝谷に入った右斜面上に平坦地があり、発掘調査されたままの姿で重なり合った2つの製鉄炉跡があり 

製鉄炉本体と排滓土坑の端が描かれていて、製鉄炉の位置関係がわかる。また 製鉄炉の上にダンボールで作った製鉄炉の

外形模型が置かれ、製鉄炉の大きさが示され、この製鉄炉模型を取り囲んで、現地説明会が始まった。 

 

              大志戸Ⅱ製鉄遺跡 重なって出土した3・4号製鉄炉周辺   2007.10.13. 

製鉄炉のある平坦面の向こうが崖になっていて 排滓場 右手さらに奥からも2基未調査の製鉄炉が出土しているという 

   

         4号炉を取り囲んで 現地説明会  炉の底に木炭とともに石が敷かれているようだ   2007.10.13. 

  

        排滓場に捨てられている炉壁          3号炉（手前）と4号炉の重なり      

この後、2号製鉄炉 1号製鉄炉など 約1時間 大志戸Ⅱ遺跡の製鉄炉を前に現地説明を聞いた。 

製鉄炉はいずれも谷に沿う傾斜地を整地した平坦地に谷に面して平行して設置され、両側に排滓土坑（一番古い2号は不明）

があり、下の谷へ排滓場が広がっている同じように設計されたたたら場構造にみえる。 



製鉄炉の炉床構造は時代とともにちょっとづつ異なっているようですが、芸北の製鉄地帯に見られるような下部防湿「床釣

り」構造は見られずむしろ古代の完成された鉄アレイ型の製鉄炉といった感じでした。 

中世にたたら場の諸施設の効率的配置が完成されてゆくと聞いていましたが たたら場の平坦部が広くきっちり確保され、

製鉄炉を中心に原料置き場・排滓場が設計されており、製鉄炉の近くに炭窯がいずれもあったようだし、たたら場の効率的

配置が進められていたことが良く見てとれる。 

  

一番古い13世紀の製鉄炉 2号製鉄炉            16世紀戦国時代の鉄アレイ型製鉄炉 

 底に 木炭とともに礫が敷かれているようだ           炉の底に粘土が貼られ その下に焼土塊など複雑な構造 

左下が排滓場 後ろに後世の炭窯 この製鉄炉に関連する炭窯も近くにあったようだ  

       

2号製鉄炉の排滓場          発掘調査の残土のこの下に中世の炭窯という??? 

  

   後世の炭窯 この谷筋に幾つもありました     4号製鉄炉の炉壁端 通気穴が見える 

 

現地説明会でもらった資料・図面と参加したときの写真を照らし合わせながら、今回発掘調査された4つの中世の製鉄炉に

ついて概要を以下に取りまとめました。 

  



■ 大志戸Ⅱ製鉄遺跡で発掘調査された製鉄炉 概要 （現地説明資料より） 

 

 



 
 

 

 

 

 

 



4. まとめ おもしろかった松江道延伸工事現場から出土した製鉄遺跡 

   

この大志戸Ⅱ製鉄遺跡では同じ狭い谷筋に時代はすこしづつずれていますが、8 基もの中世炉が密集して存在することや 

周囲に数々の製鉄遺跡が広い時代にわたって分布していることを考えるとこの地域が古くから、中国山地のたたら製鉄地帯

の中心地のひとつであったことは間違いない。 

 古代に始まったたたら製鉄ではその炉の大きさなどはほぼその古

代でほぼ決まってしまいますが、江戸時代 鉄山として 企業経営さ

れるまで、発展を続けますが、中世を経て江戸期の「鉄山」に脱皮す

るのに大きな役割を果たしたのが中国山地のたたらといわれる。 

あまり良く知らなかった中世のたたら。 

大和王権がたたら製鉄の安定量産炉として開発した鉄アレイ型の製

鉄炉。これが基本となって、たたら製鉄が日本各地で行われるように

なって、中世には製鉄炉ばかりでなく、原料・精錬・鍛冶に至るたた

ら製鉄全体の設備・システムがさらに磨かれてゆく。 

芸北のたたらや西播磨安積山製鉄遺跡そして 今回の奥出雲大志戸

Ⅱ製鉄遺跡 これらは かつて出かけたことのある平安末期から中

世の製鉄遺跡であるが、これら中国山地でのたたら製鉄を経て、野だ

たらから高殿の鉄山経営へと脱皮してゆく。 

そんなプロセスの始まりが、この奥出雲中国横断道路の建設で出土した製鉄遺跡群にもあったのか・・・・。 

こんな時代を経て、周囲の数々の技術を組み入れつつ成長し、この地帯で鉄山経営を中心に大富豪になった「田部」家や江

戸期隆盛を極めた田部家「菅谷たたら」へとつながっていったと考えてよいのだろう。 

もう少し古い古代の製鉄と出雲との関係について期待していましたが、今回は残念ながら良くわからず でした。 

でも 今後 この奥出雲や奥石見から、日本で製鉄が始まる初期の頃の遺跡が派遣されることを期待しています。 

 

ベールを脱いだ古い製鉄遺跡がそっくりそのまま見られる それもたたら製鉄の先進地で 今でないともう見られなくな

ると奥出雲に出かけてきましたが、いろんな知見を得て 本当に満足な一日。 

この掛合は実家が酒造業を営む竹下元首相のおひざもと 道の駅に立ち寄るといろんな酒が並んでいました 

でも やっぱり奥出雲は「たたら」でしょう 

掛合ではなく 同じ出雲 安来の焼酎「たたら」についつい目が行って、それを買って後は高速道路をひた走り 

次はさらに古代製鉄の謎を解き明かす製鉄遺跡の出土を期待。 そんなことを期待しながら 奥出雲を後に 

                           

2007.10.13. 夕  松江自動車道を走りながら 

             Mutsu  Nakanishi  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

雲南市吉田町 菅谷たたら    2007.10.13. 

 

 

 



【参考1】  中世 芸北のたたら 広島県豊平町坤束製鉄遺跡  

 江戸期に繁栄を極める高殿を中心とした永代たたらの原型が作られたという中世の芸北のたたら  

和鉄の道【5】2005 10.「加計隅屋鉄山絵巻」と加計・豊平町の製鉄遺跡  4.豊平町中世の製鉄遺跡群を訪ねて より 

 

広島県豊平町 芸北の小高い山が続く山間に有る小さな町 そんな丘陵地の山間の谷間に「鉄の故郷公園」として 13・14

世紀頃の製鉄遺跡坤束製鉄遺跡が復元保存されている。  

江戸期に繁栄を極める高殿を中心とした永代たたらのたたら場の原型が作られたという中世 13・14 世紀 芸北のたたら 

それを示す重要な製鉄遺跡である。  

この製鉄遺跡では 山肌の斜面を平坦に整地して 製鉄炉を配置し、製鉄炉を中心に 製鉄炉・ふいご・原料置き場・炭窯・

排滓場・炉壁捨て場などその周りに効率的にたたら製鉄の諸施設が効率よく配置されている。  

製鉄炉は炉床の防湿構造として 炉直下の舟形の土擴とその両側にももう1条の溝を掘って防湿性を高めている。これが大

舟・小舟と呼ばれる近世の「床釣り」構造に発展していった。  

 芸北 中世の製鉄遺跡では これらの製鉄炉やたたら場諸施設の構造・配置はよく似通っており、共通の設計図にもとず

いていたと考えられ、そして これが 芸北や石見で磨かれ、近世の永代たたらの原型となっていったと考えられている。  

 
広島県豊平町「鉄のふるさと公園」として整備保存されている坤束製鉄遺跡  

 
発掘調査時の坤束製鉄遺跡と復元された製鉄炉と炭窯  

 
たたら場 諸施設が設計図にもとずいて 効率配置がされた坤束製鉄遺跡 



【参考2】 いにしえの島根7巻 記録に残る遺跡たち 

発掘された、いにしえの工場 「たたら」を掘る―炉の下に眠るたたら職人の「秘伝」より整理 

http://www.pref.shimane.jp/new/inishie/inishie/7kan.html 

http://www.pref.shimane.jp/new/inishie/7pdf/7-26.pdf 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代の高殿たたらの模型 

「高殿たたら」は江戸時代に成立したもので、それまでの「野だたら」と違い 

建物の中に炉を築いている。高殿たたらは防湿用の大掛かりな地価構造を持つなど、 

「野だたら」から飛躍的に進歩している 

姿を現したたたら職人の秘伝 

江戸時代中期のたたら跡 梅ケ谷尻たたら跡 

 


